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会 議 録 

１ 会議名 

・平成３１年度第１回清里区地域協議会 

２ 議題（公開・非公開の別） 

１）報 告（公開） 

 (1) 総務・地域振興グループ報告事項 

・平成３１年度清里区総合事務所の職員体制について 

    (2) 行政改革推進課報告事項 

   ・行政改革推進計画及び事務事業評価の結果について 

 ２）協 議（公開） 

  (1) 平成３１年度地域活動支援事業について 

  (2) 視察研修について 

  (3) 自主的審議事項の具体的課題について 

 ３）その他（公開） 

(1) 平成３１年度第２回清里区地域協議会の開催（案）について 

(2) ４区地域協議会委員合同研修会の開催（案）について 

３ 開催日時 

・平成３１年４月２６日（金）午後３時３０分から午後５時まで 

４ 開催場所 

・清里区総合事務所３階 第３会議室 

５ 傍聴人の数 

 ２人 

６ 非公開の理由 

   － 

７ 出席した者（傍聴人を除く。）の氏名（敬称略） 

・委 員：笹川幹男（会長）、古澤文夫（副会長）、上原澄雄、島田敏雄、羽深正、古

沢義夫、三原田裕子、向橋マチ子、涌井博道 

・事務局：清里区総合事務所：上田所長、浅野次長、関根市民生活・福祉グループ長 

（併教育・文化グループ長）（以下グループ長はＧ長と表記）、岩澤班長、橋
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詰主査、小山主任、布施主任、長澤班長、北村主事、行政改革推進課大滝

課長 

８ 発言の内容（要旨） 

【浅野次長】 

・会議の開会を宣言 

・上越市地域自治区の設置に関する条例第８条第２項の規定により、委員の半数以上の 

出席を確認、会議の成立を報告 

【笹川幹男会長】 

・挨拶 

【上田所長】 

・挨拶 

【笹川幹男会長】 

・会議録の確認を三原田裕子委員に依頼する。 

・次第４報告、（１）総務・地域振興グループの報告事項について、事務局に説明を求め

る。 

【上田所長】 

 ・平成３１年度清里区総合事務所の職員体制について、資料１により説明する。 

・浅野次長、長澤班長、岩澤班長、橋詰主査、小山主任、布施主任が自己紹介 

【笹川幹男会長】 

 ・（２）行政改革推進課報告事項について、行政改革推進課大滝課長から説明を求める。 

【大滝課長】 

 ・第６次行政改革推進計画及び事務事業評価の結果について、資料２により説明する。 

【笹川幹男会長】 

・事務局の説明について質問を求める。 

【古澤文夫副会長】 

 ・財政調整基金の見通しと市税を含めた自主財源の見通しはどうか。 

【大滝課長】 

 ・財政調整基金は現在 100 億円ある。予算規模は一般会計で 1,000 億円、特別会計を含

めると約 2,000 億円の規模になる。その内の 100 億円は決して多くはない、新聞報道で
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は、新潟市、加茂市では今後、財政調整基金が非常に少なくなったり、枯渇したりする

報道がある。今現在、上越市は財政状況を勘案して中長期的に見て 100 億円ほど基金を

持っているが、目安として 30 億円位が必要である。全市的に大雪になると 20～30 億円

の除雪費が必要になってくる。財政計画の中で、ここ 3 年位の平成 34 年度位までは何

とかできると考えている。しかし、平成 35 年度以降、行政改革の取り組みをすること

によって、収支の均衡を保っていけると思う。今は何とかなるかもしれないが、10 年後、

20 年後の収支不足が生じないように子や孫の世代に付けを残さないようにしたい。 

  次に、市税などの状況について、先ほどの行政改革推進計画の中で、今後少子化、人

口減少などのキーワードが出てくるが、税収というのは、経済活動の一環で入ってきた

り、個人の所得により税金が入ってくるが、まず基本となる人が減ることによって、経

済活動が縮小し、個人所得や法人の収益が下がってしまうと税収の減少傾向に繋がって

しまう。そうならないように、総合計画の中で色んな手だてをしているが、上越市がが

んばっていても、全国的な傾向であるので一定程度の人口減少は将来推計の中で考えて

いかなければいけない。結果として、税収も中々右肩上がりのような傾向には期待でき

ない。そうならないように、中長期的に考えて事前に見直しをしていきたい。 

【上原委員】 

 ・評価結果一覧の中に清里区スクールバス等運行事業があるが、今後、見直しというの

はどういう状態で見直しされて、いつ頃からなのか。 

【大滝課長】 

 ・今ここで説明させていただいたのは、見直しをするということであり、具体的に何年

に何をどうするということではない。行政改革の取組みの一環であるので、バスを運行

するにあたり、子どもたちの安全確保、社会的弱者等の住民の利便性を損なわないよう

に関係課と協議していきたい。 

【笹川幹男会長】 

・次第５協議、（１）平成３１年度地域活動支援事業について、事務局に説明を求める。 

【北村主事】 

 ・（１）提案事業の状況について、資料３により説明する。 

 ・資料については本日までの集計であり、全体で補助金希望総額が区への配分額を８１

万円程超過する見込みである。 
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【長澤班長】 

 ・（２）今後の日程案について、資料３－２により説明する。 

【笹川幹男会長】 

・事務局の説明について質問を求める。 

【羽深委員】 

 ・事前相談を受けた件数は８件だけだったのか。 

【北村主事】 

 ・事前相談を受けた件数については９件であったが、実際提出されたのは８件であった。 

【羽深委員】 

 ・この資料の記載順は申し込み順になるのか。 

【北村主事】 

 ・提出日の早い方からの順番になっている。 

【笹川幹男会長】 

 ・他に質問を求めるがなく、審査に係る日程を資料３－２のとおりとしてよいか。 

  （「はい」の声多数） 

【笹川幹男会長】 

 ・審査に係る日程については、案のとおりとする。 

 ・（２）視察研修について、事務局に説明を求める。 

【北村主事】 

 ・（２）視察研修計画案について、資料４により説明する。 

【笹川幹男会長】 

 ・事務局の説明について質問を求める。 

【古澤文夫副会長】 

 ・旧清里村で昭和６０年に縁あって、木島平村の村長から合併３０周年記念時の基調講

演をしていただいた経緯があり、清里区も来年、（一社）櫛池振興会で地域おこし協力

隊員を受け入れる計画がある。この後の自主的審議事項を検討する内容に空き家対策や

バスの関係もあるので、的を得た視察であると思う。 

【笹川幹男会長】 

 ・計画案のとおり実施することとする。 
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 ・（３）自主的審議事項の具体的課題について協議を始める。古澤副会長に進行をお願い

する。 

【古澤文夫副会長】 

 ・委員の皆さんから提出いただいた具体的提案について、資料５のとおり事務局で取り

まとめた。委員から提案いただいた課題について、順次補足説明をお願いしたい。 

【上原委員】 

 ・私の提案は空き家の関係と小学校・中学校の将来についての 2 点出させてもらった。

空き家の関係は都会から来た地域おこし協力隊の人に入ってもらい、家庭を持ってもら

って子どもが増えれば人口の増に繋がると思う。そういう方が増えれば、小学校・中学

校の統合がなくなるのではないかと思う。 

【島田委員】 

・どこの町内会もそうだが、町内会の役員の高齢化によるなり手不足が叫ばれている。町

内会に依頼している職をできるのであれば、市の方で減らしてもらいたいと思うのが 1

点。坊ヶ池をもう少しきれいにして、景観を良くして観光振興につなげたらと思う。 

【羽深委員】 

 ・冬期間の高齢者世帯や障害を持っている方で、除雪路線まで距離があり、除雪が大変

になっている。小型除雪機が配備されているが、高齢化が進み活用がされていない。ま

た、若者の晩婚化が進んでいるが、市で思い切った婚活施策を進めてもらいたい。 

【涌井委員】 

 ・公共交通の抜本的な対策を進める必要があると考える。また、消防団活動も大変にな

っている。昼間団員が不在のため、緊急の場合ＯＢ団から対応してもらえるようにして

もらったらどうか。 

【古澤副会長】 

 ・消防団については、市で組織の再編について検討中だと思う。そのうちに何かでてく

ると思う。昔は火事があった場合ＯＢが対応できたが、今はそれはできない。 

【向橋委員】 

 ・私は交通弱者対策の検討について考えてみた。私の町内会でも 90 歳近い高齢の方が必

要に迫られて、車を運転している。バスを利用するにしても便数が少なくて、運賃も高

い。生活する上で大変になっている。買物支援については、切実な問題で一人暮らしの
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方、体の不自由な方に対しての対策が必要であり、移動スーパーがあればいいと思った。 

【三原田委員】 

 ・高齢者の買物支援と魅力ある地域づくりについて、提案させてもらった。高齢者の買

物支援については、池袋で自転車の親子を巻き込んだ痛ましい死亡事故があった。清里

においても他人事ではなく、早急に考えていかなければならない問題だと思った。元気

な方はバスに乗って買物に行けるが、それができない方については、何かいい方法がな

いものかと。また、魅力ある地域づくりにおいては、清里という素敵な名称を活かして

近隣から人を呼び寄せるものを考えたらどうか。既に、坊ヶ池に行く林道に何年か前に

桜を植樹したが、希望者を募り、本数を増やし色々な種類の桜を植えてみたらどうか。

休耕地に芝桜やラベンダーを植えてみたらどうか。人を呼び込み、移住者を募り、人口

増にもつながるのではないか。また、賃貸農園として、小さな子ども連れの家族に貸し

出すことで興味を持ってもらえるのではないかと提案した。 

【古澤文夫副会長】 

 ・私の方も買物弱者ということで意見を出さしてもらったが、今日３名の方が欠席であ

るが、自主的審議事項として何を取り組んで行くか、地域活動支援事業の後でまとめて

一つの方向を出していくことでいかがか。その前に会長、副会長で協議もさせてもらう。 

【笹川幹男会長】 

 ・これを一つにまとめるということは、今すぐにはできない。後日、検討させてもらう

ことでよいか。 

【向橋委員】 

 ・島田委員さんが提案された、坊ヶ池の桜の植樹は大変いいことだと思う。以前にも提

案されたことがある。桜を植えることはいいことだと思う。 

【笹川幹男会長】 

 ・その辺のことも含めて、検討をさせていただきたい。 

【古澤文夫副会長】 

 ・中山間地域の振興という大きなテーマであるので、会長、副会長で決めるということ

にはいかない。全員総意の中で決めていきたいので、5月 27 日第 3 回地域協議会の活動

支援事業の審査後に、中山間地域の振興のテーマを決めてもらえればと思うが、いかが

か。 
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（「はい」の声多数） 

以上で自主的審議事項の協議を終了する。 

【笹川幹男会長】 

・次第６その他、（１）平成３１年度第２回清里区地域協議会の開催（案）については、

先ほど決定した日程のとおり５月２０日月曜日午後１時３０分から開催し、地域活動支

援事業のプレゼンテーションとする。 

 ・（２）４区地域協議会委員合同研修会の開催（案）について、事務局に説明を求める。 

【長澤班長】 

・４区地域協議会委員合同研修会の開催（案）について、資料６により説明する。 

【笹川幹男会長】 

・事務局の説明について質問を求める。 

【涌井委員】 

 ・情報交換会の会費はいくらになるのか。 

【長澤班長】 

 ・４千円～５千円程度になると思う。 

【笹川幹男会長】 

・会費については、後日案内が出るのでそれまで待っていてほしい、出席についてお願

いしたい。 

・その他、委員に意見を求める。 

【向橋委員】 

 ・民族資料館の件で住民の方から、施設が無くなってからお叱りを受けた。調べたいも

のがあるが、地元にそういった施設があると便利であるが、無くなってしまい遠くにい

く必要があり、不便を感じている。 

【浅野次長】 

 ・年間の利用者が２４人いかないようであった。設立した当時の思いはあったが、時代

が変わり、他の施設に集積することで代替対応してもらった。 

【笹川幹男会長】 

・その他委員に意見を求めるがなく、第１回地域協議会を終了する。 

【古澤文夫副会長】 
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 ・閉会の挨拶 

 

９ 問合せ先 

・清里区総合事務所 総務・地域振興グループ  ℡025-528-3111(内線225) 

E-mail：kiyosato-ku@city.joetsu.lg.jp 

１０ その他 

・別添の会議資料も併せてご覧ください。 
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